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げ
や
ハ
ン
マ
ー
投
げ
、
ヤ
ジ
投

げ
、
走
り
高
跳
び
な
ど
の
設
備
が

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
陸
上
競
技
の

ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ピ
i
、

ア
メ
ジ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ホ
日

ツ
ケ
1
等
多
目
的
広
場
と
し
て
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ア
ウ
ト
フ
ィ
ル
ド
(
ト
ラ
ッ
ク

の
外
側
)
は
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

開
聞
が
全
天
候
型
で
、
走
り
幅
跳
び

十
句
、
出
口
で
等
今
に
な
る
抽
出
も
と
三
段
跳
び
の
施
設
を
、
パ
ッ
ク

設
資
さ
れ
ま
す
。
ス
タ
ン
ド
慨
は
芝
生
で
、
棒
高
跳

イ
ン
フ
ィ
ル
ド
(
ト
ラ
ッ
ク
の
び
の
施
設
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、

内
側
)
に
は
、
出
央
に
轡
良
川
こ
の
外
周
を
利
用
し
て
ジ
ヨ
ギ
ン

長
さ
七
十
れ
の
芝
生
と
稲
川
嬬
に
ウ
一
グ
一
が
で
き
る
よ
う
五
百
五
十
れ
の

レ
タ
ン
舗
装
が
行
ね
れ
、
間
内
藤
投
一
コ
ー
ス
も
設
費
さ
れ
ま
す
。

三
月
二
十
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
公
開
幽
平
塚
球
場
は
、
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
や
準
高
校
野
球
春
季

大
会
準
決
勝
、
決
勝
な
ど
の
試
合
が
行
わ
れ
、
毎
日
球
場
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
平
塚
球
場
ゐ
西
側
、
大
原

高
校
と
の
間
に
、
第
二
種
公
認
陸
上
競
技
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
二
種
公
認
陸
上
競
技
場
は
、
県

下
で
四
番
目
、
施
設
面
で
は
、
第
一
種
公
認
の
三
沢
公
開
幽
時
間
上
競
技
場
に
次
ぐ
大
き
な
陸
上
競
技
場
と
な
り
ま
す
。

建
設
工
事
は
、
五
月
十
一
日
に
入
札
が
行
わ
れ
、
五
月
二
十
日
に
開
聞
か
れ
る
磁
待
市
議
会
で
工
事
請
負
契
約
が
承
認

さ
れ
る
と
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
宇
品
怖
く
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
競
技
場
の
態
設
は
一
一
か
年
継
続
事
業
で
、
六
十
二
年
二

月
末
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
毎
日
公
開
酬
や
路
上
、
海
辺
や
川
沿
い
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、

老
い
も
若
き
も
、
だ
れ
も
が
走
っ
て
い
ま
す
。

ζ
の
競
技
場
ふ
せ
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ン
ボ
ル
だ
け
で
な
く
、
み
な
さ
ん
も

走
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
混
か
く
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
前
に
も
た
、
大
き
な
大
会
が
開
催
で
き
る

述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
実
施
ょ
う
ス
タ
ン
ド
の
一
部
に
選
手
だ

陸
上
競
技
場
は
、
総
面
積
が
約
の
広
さ
で
す
。
競
技
場
の
建
物
に
、
曲
線
を
強
調
し
た
り
、
緑
の
設
計
に
入
る
た
め
、
詳
し
く
は
お
ま
り
な
ど
が
広
く
と
れ
る
よ
う
拾

三
万
平
方

M
で
、
平
塚
球
場
(
一
一
は
、
こ
れ
か
ら
笑
施
許
頭
に
入
り
中
の
律
上
競
技
場
と
し
て
美
観
も
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん
が
、
鉄
筋
コ
討
し
て
い
ま
す
。

万
三
千
平
方
M

む
の
約
一
-
一
一
一
倍
ま
す
が
や
わ
ら
か
さ
岸
お
山
す
た
め
工
夫
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
ン
ク
リ
!
ト
造
り
立
一
階
建
て
で
、
パ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
は
、
八
千
五

す
。
ま
た
、
西
日
が
あ
た
ら
な
い
収
容
人
員
一
一
一
千
三
百
人
の
観
覧
席
百
人
が
収
容
で
き
る
芝
生
席
と
球

ょ
う
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
を
大
原
と
、
雨
が
待
つ
で
も
一
部
関
が
し
技
用
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
(
観
覧
者
用

高
校
側
に
殻
寵
し
て
、
南
北
に
コ
の
げ
る
よ
う
、
平
塚
球
場
の
よ
う
便
所
を
併
殺
)
、
フ
ラ
ッ
グ
ボ
1

1
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
に
大
震
相
慣
が
つ
く
予
定
で
す
。
ル
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
は
、
一
縄
問
忍
川
で
こ
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
中
に
夜
間
照
明
塔
は
間
基
設
讃
、
五

八
コ
ー
ス
、
一
隅
が
降
っ
て
も
競
技
は
、
第
二
積
会
認
陸
上
競
技
場
が
百
ル
ッ
ク
ス
の
明
る
さ
で
す
。
も

い
校
問
が
で
き
る
よ
う
全
容
遺
(
ウ
レ
必
要
と
す
る
百
人
以
上
の
選
手
吏
ち
ろ
ん
、
務
上
競
技
の
外
、
サ
ツ

問
所
タ
ン
舗
装
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
衣
室
や
シ
ャ
ワ
ー
輩
、
記
録
案
、
ヵ
ー
や
ラ
グ
ピ
!
な
ど
、
多
一
開
問

先
制
そ
し
て
三
千
山
叫
障
害
も
で
き
る
放
送
室
、
そ
し
て
管
埋
事
務
室
な
の
利
用
に
も
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。

町
ょ
う
縦
横
一
一
一
・
六
六
M

州
、
深
さ
七
ど
が
配
鐙
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

加

欝

醸

{

出

場

は

4
7

…

均

年

の

秋

記

完

成

競上

陸

上

競

技

場

の

淘

図

は

、

総

合

措

公

閣

と

い

う

こ

と

を

考

慮

し

て

、

即

桜

や

マ

キ

、

ヒ

ラ

ガ

シ

な

ど

を

植

写

栽

し

て

緑

の

森

に

し

ま

す

。

ま

臥

た

、

平

塚

球

場

と

の

閣

に

、

噴

水

崎

草

案

高

夏

場

な

ど

の

を

造

成

し

て

、

市

良

の

憩

い

の

場

時

所

と

し

ま

す

。

こ

の

冒

険

広

場

銭

は

、

タ

!

ザ

ン

ロ

1
ブ
や
ロ
ン
グ

上

ス

ベ

リ

台

、

と

り

で

な

ど

、

子

共

棲

た
ち
の
算
び
そ
う
な
遊
呉
が
縫
う

の
で
、
子
供
た
ち
の
絶
好
の
遊
び

場
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
回
日
時
間

ι

広
場
だ
け
、
子
供
た
ち
に
先
に
夢

を
と
、
今
年
の
秋
に
は
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。

人口 227，065人

世帯 72，020世帯

(60年 4月 1臼現在〉

公
認
際
上
競
技
場
と
は
、
臼
会
、
国
際
的
競
技
大
会
等
が
認

陸
上
競
技
連
盟
が
公
認
し
て
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で

い
る
も
の
で
、
第
一
種
公
認
径
は
、
小
田
原
市
の
城
山
陸
上
競

上
競
技
場
か
ら
第
五
種
公
認
陸
技
場
、
藤
沢
市
に
あ
る
県
立
体

上
競
技
場
ま
で
あ
り
ま
す
。
第
育
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
、
川

一
時
間
公
認
際
上
競
技
場
は
、
臼
崎
市
の
等
々
力
一
務
上
競
技
場
の

本
陸
上
選
手
権
大
会
や
図
体
な
三
つ
で
す
。

ど
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
第
一
種
公
認
と
第
二
穣
公
認

大
会
が
開
け
ま
す
。
県
内
で
の
相
違
は
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

は
、
演
浜
市
の
三
沢
段
上
減
伎
の
収
容
人
員
が
五
千
人
以
上
と

場
が
公
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
千
人
以
上
の
差
、
ま
た
、
サ

第
二
極
公
認
陸
上
競
技
場
ブ
ト
ラ
ッ
ク
や
更
衣
烹
な
ど
の

は
、
勢
凡
宮
賜
杯
実
業
団
学
生
施
設
問
で
遣
い
が
あ
り
ま
す
。

対
抗
隙
上
蹴
技
大
会
な
ど
加
盟
第
三
椅
は
ス
タ
ン
ド
等
規
定
は

協
会
陸
上
続
技
選
手
権
大
会
ゃ
な
い
か
わ
り
、
大
会
開
催
が
大

地
域
学
生
筏
上
競
技
警
海
大
組
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

p

然
の
息
づ
か
い
が
、
メ
ロ
デ
ィ
ー

と
な
り
、
心
に
押
き
、
同
と
な

る
。
歌
が
大
好
き
で
共
に
歌
う
喜

び
を
も
っ
た
方
々
の
グ
ル
ー
プ
、

創
立
二
十
五
年
の
「
ま
ど
か
コ
!

伊
ラ
ス
」
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

醐
ま
ど
か
の
名
称
の
由
来
は
「
歌

聴
を
過
し
て
会
問
日
相
互
の
心
の
つ
な

暗
が
り
を
履
い
と
し
門
に
し
た
」
と

「
務
る
会
長
の
内
田
千
恵
子
き
ん
。

三
十
四
年
四
月
、
紫
苑
幼
dm溜

母
の
会
を
母
体
に
会
員
十
γ

凡
名
が

集
ま
り
、
丘
円
以
英
子
氏
の
前
将
で

沢
明
子
J
O

十
一
手
持
こ
比
7
h
E
H市

i
L
(
i
f
i
l
l
J
 

行
石
川
川
市
刷
男
氏
を
必
え
、

m
批介化会

内
片
山
間
十
二
名
。
市
内
を
主
に
、
大

機
、
車
問
野
、
藤
沢
等
か
ら
州
民
ま

る
。
多
数
の
方
は
戦
業
に
就
い
て

い
る
が
、
月
一
一
一
間
]
の
練
習
に
は
必

ず
読
す
る
。
年
代
は
、
初
i
m

歳
代
と
幅
広
く
、
歌
う
こ
と
で
健

康
保
持
に
も
役
立
ち
、
時
に
は
メ

ル
ヘ
ン
の
壌
に
誘
わ
れ
若
返
る
、

と
み
な
さ
ん
、
異
ロ
間
同
点
官
に
お
っ

し
ゃ
る
。

五
十
五
年
神
奈
川
県
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
銀
投
受
打
。
お
母
さ
ん
コ

ン
ク
ー
ル
、
湖
南
合
唱
祭
、
市
民

合
唱
祭
等
奉
茄
し
、
常
に
高
い
時
計

肌
酬
を
得
て
い
る
。
そ
の
陰
に
は
、

石
井
指
揮
者
は
も
と
よ
り
、
パ
!

?
ト
リ
ー
ダ
i
の
技
術
的
指
導
が

あ
る
。
強
化
合
宿
で
は
、
基
綴
体

力
を
つ
仔
る
た
め
に
、
体
操
も
す

る
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
印
刷

ま
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
い
く
会

員
の
熱
、
力
、
心
が
美
し
い
斡
き

と
な
り
、
妙
な
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

か
も
し
出
す
。

六
月
三
十
日
定
期
演
奏
会
を
市

民
セ
ン
タ
ー
で
m
聞
く
。
「
音
楽
を

高
度
な
も
の
に
し
、
全
国
大
会
出

場
の
夢
を
追
い
縦
四
出
に
励
ん
で
い

き
た
い
。
当
日
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
み
な
，

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」
と
の
伝
立
で
あ
っ
た
。

歌
声
は
生
き
て
い
る

そ
し
て
常
に

私
た
ち
に
諮
り
か
け
て
く
る

私
た
ち
の
心
が
澄
ん
で
い
る
と
き

そ
の
歌
声
は
心
の
琴
線
に
触
れ
る



た

み
1，'1 

し

ひ
ら
つ
か
名
産
品
は
、
市
内
で

生
産
、
販
売
さ
れ
て
い
る
工
業
製

品
や
農
水
産
物
品
、
食
品
加
工

品
、
工
芸
品
な
ど
か
ら
募
集
し
た

と
こ
ろ
、

m
間
十
一
品
種
の
応
募
が

あ
っ
た
。

選
定
は
、
学
識
終
験
者
や
市
民

り品 1 せ
、こシク、ひ
P れ I~ 募ら
R か Jレ名集つ
にら」疲しか
役、も品て名
立名決・い設
て産ま縫たふ
るJbつ 1珪シ退E
こなた品ン定
とど O. ボに
に』こ 特 jレあ
なは 是主マわ

F可申
メ;司H 小入シ。
盟f/九里f道重!
朱 i醤寺 ~Iレ
美 ( 紀 名 ヂ
氏推之iAザ
人奨氏品イ
藤 品 ( シ ン
沢シ明 1 入
可j 石 Jレ寅
-)レ照丁)司書

たたみいわし

平域/};:!?iJJflT総合

設から継訴された製造方法として、と

れた ~t しらすをよくノk洗いし、間 ftJの舶

に流し込み、「イ !)!:J の す だ れ に fーし、

却にEしたのを「たたみいわし」と名Hけ

られた。

召し上がりプJは、経く火にあぶり、し

よう拙または卵の黄身をi容いて付けるだ

けで、簡単においしく貴べられるため、

伝統的な Fづくり白味、特に Niのさか

な、みやげ物として蕗ばれている。

f(えrrP.g剖 1'Tl (10枚入) 500rJ 

3歩H喜入 15001"J 

銘菓王子 塚の笠

平塚なでしこ鈷薬会

広惑によって織かれた五十三次の「平

壇 Jの樹影を倍えるとともに、平器産の

さつまいもを原料として「平揮の盤Jと

名付けられた。

平域に名物らしいも白がないため、平

塚なでしこ銘菓会全員が研究し、日持ち

のよさを前療に、白アメは持茶を入れ、

小豆アメで牛皮に包んだ手作りの菓子を

生みだした。

1箱 lOi間入1200丹 l5i酉入1700内

… 一

の

平
塚
市
に
は
、
今
ま
で
こ
れ
と
い
っ
た
名
産
品
が
な
く
、
市
民
の
儲
か
ら
「
平
塚
市
に
も
侭
か
名

物
を
e

」
と
い
う
声
が
高
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ひ
ら
つ
か
名
産
品
選
峯
H

窓
口
を
設
凶
し
て
倹
討
し

て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
「
名
産
品
」
「
鍛
奨
品
」
「
特
産
品
」
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
市
内

の
産
業
が
一
段
と
活
発
化
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
、
訪
れ
る

方
々
に
も
喜
品
陥
れ
る
よ
う
感
り
育
て
て
い
こ
う
。

h
¥
 

子
。
平
塚
の
里
。
が
巡
ば
れ
た
。

ま
た
、
推
奨
品
に
七
夕
ふ
り
か

け
な
ど
六
品
械
が
、
特
産
品
に
パ

ラ
な
ど
五
品
紹
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選

品
ば
れ
て
い
る
。

奨
一
〔
名
産
品
}
一
一
一
口
国
税

た
・
た
た
み
い
わ
し

一
議
「
大
量

鶴

、

t
y
t

岨
明時

泉

式

高

同

開
山

i
u

響

機

i大

平
塚
中
部
判
ハ
ン
組
合

郡
山
平
塚
の
牛
乳
を
主
原
料
に

和
成
、
洋
風
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

焼
菓
子
。
十
倍
入
一
千
円
ι

平
塚
の
だ
る
ま
作
り
は
、
百
年
一
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

以
上
続
く
伝
統
工
芸
口
問
。
一
号
一

四
百
五
十
円
、
五
号
二
千
円
。

{
特
産
品
}
五
品
種

(
粟
ま
芯
り
)

だ
、
お
れ
た
ち
仲
簡
で
、
そ
の

拾
泉
か
ら
四
闘
を
つ
く
っ
て
は

向
。
。
」
、
一
向
そ
れ
に
う
な
ず

同
き
、
さ
っ
そ
く
酒
づ
く
り
を
始

2
2
1工
芸
(
紅
谷
町
)
一

4
月

の

臨

持

市

閉

め

た

。

一

一

よ

く

乾

燥

し

た

木

、

宮

使

用

一

議

会

の

結

果

刊
さ
あ
、
そ
の
溺
の
お
い
し
い
竺
し
、
く
す
玉
や
昼
、
扇
な
ど
を
一

こ
と
天
下
一
品
f
そ
こ
で
、
そ
一
一
級
み
合
わ
せ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
。
一
四
月
十
七
日
に
、
市
議
会
瞳

の
溜
を
大
山
の
泉
の
滋
「
大
山
一
一
一
周
な
し
五
百
八
イ
円
、
璽
9
ず

一

会

が

開

か

れ

た

守

回

定

資

産

税

土

地

の

評

価

替

あ
星
合
で
、
お
い
し
い
潜
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
人
泉
」
と
名
付
け
た
と
い
う
。
一
一
付
八
百
八
ト
昇
。
一
今
警
告
、
車
条
例
喜
一
え
に
伴
う
税
負
担
の
霊
童
る

が
な
く
な
っ
た
の
て
な
ん
と
が
「
大
山
の
麗
に
は
告
書
一
番
一
千
八
百
七
十
月
一
一

O
重

一

正

と

固

定

資

産

評

霊

の

選

任

に

一

重

重

苦

適

用

語

か
な
ら
な
い
も
の
か
と
途
方
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
開
く
。
ど
う
一
一
級
溺
一
千
三
百
八
十
円
一
一
平
塚
逢
構
製
造
総
合
一
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
が
、
審
議
の
一

;
j
i
i
i
j
j
j
j
i
j
;
;
 

〈
換

今
年
で
一
一
一
十
五
回
を
迎
え
る
平

7
日
現
在
、
満
児
裁
か
ら
お
歳
ま

様
七
夕
ま
つ
り
は
、
七
月
五
日
か
で
③
高
校
生
お
よ
び
以
前
ミ
ス

ら
七
月
九
日
ま
で
の
五
日
間
、
全
七
夕
、
七
夕
の
翠
に
選
ば
れ
た
者

市
を
あ
げ
て
一
向
か
れ
る
こ
と
に
な
を
除
く

っ

た

。

マ

賞

ミ

ス

七

夕

に

投

金

ト

万

円

ま
た
、
七
夕
ま
つ
り
に
華
を
添
と
雨
副
賞
に
海
外
旅
行
禁
等
、
七
夕

え
る
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
の
星
に
託
金
五
万
円
と
部
批
に
盟

六
月
十
六
日
(
呂
)
市
民
セ
ン
タ
内
旅
行
費
等

ー
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
締
め
切
り

6
月
5
日
(
水
)

今
回
も
、
ミ
ス
七
夕
一
二
名
、
七
マ
申
し
込
み
住
所
、
氏
名
、
牛

タ
の
民
間
名
を
選
出
す
る
。
青
春
年
月
日
、
職
業
(
勤
務
先
名
)
、

の
思
い
出
に
、
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。
竜
謡
番
号
、
身
長
・
体
塗
・
パ
ス

マ
コ
ン
テ
ス
ト

6
月
凶
呂
ト
・
ウ
エ
ス
ト
・
ヒ
ッ
プ
の
サ
イ

(
日
)
午
前
立
か
ら
ズ
を
明
記
し
、
芸
(
カ
ラ
l
ブ

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
リ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
・
ト

ヤ
服
装
洋
服
に
限
る
(
ス
ラ
ッ
半
身
)
町
内
封
の
う
え
申
し
込
み

ク
ス
、
マ
キ
シ
ー
は
除
く
)
を
0

(

機
式
自
由
)

マ
応
募
資
格
①
県
内
に
在
住
、
サ
あ
て
先
一
γ
町
山
平
域
市
浅
間
川
町

伝
動
、
在
学
す
る
日
本
山
出
籍
を
有

9

1

平
塚
市
役
所
内

す
る
未
婚
女
性
②
年
齢
は
7
月
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会

を/出にせfひ出

市
民
相
談
室
お

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
法
樟
相
続
「
5
月
抗
日
(
火
)
、

s
R
4
日
(
火
)

ハ
ー
竹
政
苦
情
相
錦
戸
日
時
3
M
時

。
一
睡
法
措
掘
削
制

5
丹
羽
田
(
木
)
、

S
R
訪
日
(
火
)

6
R
6
日(木)、

6
月
日
日
(
火
)

予
約
制
(
電
認
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

。
登
記
、
品
関
紙
、
謝
盟
議
開
醐

6
R
H
日
(
金
)
、
日
時
F63
日
時

。
住
宅
相
談

5
月
抗
日
(
火
)
、
日
時
4
3
M

時

。
ー
定
制
年
金
相
続

6
月
日
日
(
木
)
、
叩
時
jh
同
時

。
一
融
市
良
橋
銭
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
自
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

O
消
韓
生
活
欄
酷

5
月
打
日
(
金
)
、
回
日
{
金
)
、
6
月
7
日

(
金
)
、
刊
時
3
日
時

。
下
輔
取
引
相
滋

5
月
刊
即
日
(
木
)
、
日
時
却
分

js四
時

。
一
尭
明
理
軍
特
許
措
鯖

6
月
3
日
(
月
)
叩
時
3
日
時

ご科用を
務
少
年
格
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)お

j
七
一
一
一
一
一

月
1
金
瞳
臼
9
時
3
四
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

繍

総

会

銭

的

ω
i一一一一一一一一一一一

ハY
心
配
ご
と
欄
獄
毎
週
月
曜
日
(
第
五
そ
酷
く
て
日
時
1
日
時

。
一
母
手
相
談
毎
趨
月
t

よ
且
輔
日
、

9
時
3
日
時
拍
分

。
寧
睦
同
月
歯
相
続
毎
週
芹
3
金
噂
日
、

9
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
難
椙
銭
毎
週
月
t

、
金
曜
日
、

9
時
油
分
3
日
時

土
曜
日
は
ほ
時
ま
で

。
老
人
謂
談
毎
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

体
み
て
午
前
日
時
S
U時



{
俳
句
鶴
漆
}

マ
日
程

6
口

月
日
臼
ま
で
の
第
2
木
稜
日

8
開

削

)

防

火

管

坤

明

者

の

資

格

取

得

議

留

一

・
時
間
午
後
1
時
5
3持
会

が

関

か

れ

る

。

一

敬
老
の
臼
に
お
年
寄
り
を
お
祝
一
に
結
婚
し
、
マ
対
象
市
内
在
住
の
視
力
守
尽
程

5

5

B
豆
、

5
一

い

す

る

た

め

、

結

婚

五

十

年

お

よ

工

夫

婦

者

月

習

喜

一

な

お

、

訪

問

販

売

で

不

審

に

思

び

六

十

年

を

迎

え

る

ご

夫

婦

を

調

一

一

{

料

理

勝

康

}

よ

時

間

午

前

8
時
特
分
1
午
後
一
わ
れ
る
と
き
は
、
消
防
署
(
議
謡

査
す
る
γ

」

と

に

な

っ

た

。

一

老

人

入

浴

サ

!

?

日

程

6
月
幻
自
か
ら
日

5
時

一

幻

1
一
三
一
回
(
)
)
へ
ご
相
談
を

0

・

時

間

基

1
時
3
4持
こ
れ
は
、
九
月
の
一
敬
老
祝
賀
会
一
ビ
ス
の
利
用
を
月
幻
自
ま
で
の
第
4
日

警

L
ァ

チ

ず

-

場

所

市

民

相

談

室

に

、

ご

夫

婦

を

招

待

し

長

寿

を

祝

一

二

ノ

叩

一

回

)

面

F

i

b

な
お
、
行
政
相
開
設
委
員
宅
で
も
一
い
記
念
品
を
贈
る
た
め
で
、
九
月
一
市
内
公
衆
浴
場
で
は
、
老
A

-

富

午

前

日

?

午

後

F
3
4鰻

一
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
一
十
五
日
ま
で
に
引
き
続
き
一
年
以
石
入
浴
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
を
霊
し
一
マ
一
富
市
内
産
の
聴
覚
障
害
一
…

J
以

ι

室

一

四

月

一

日

付

け

で

、

総

務

庁

長

一

上

高

に

居

住

し

、

住

民

義

し

喜

一

て

い

る

。

一

者

一

t

d

J

J
数

昭

和

一

一

十

空

ハ

月

一

日

に

人

一

ロ

ー

一

官

草

5か宮ら暴委義猟雪され号てい包る戸長詰語語椅一帳空に且受霊耳諺録し主て雲雪冗」義夫露婦が完亙対1一
アvこ」れ話は、地壊滋の芸お年寄雪り噌こ」ム;一点会点会毒吉姦雪場雪立、いず

Zれも草平塚警市主指指一

τ…

f
料
陀
h恥
恥
秘

権襲擁襲譲警委霊員語法が純誇日行打さ完れ、沼

民
器
の
築
葉
本
的
受
人
権
警
を
霊
し
主
克
守
守
一
寸4
.
電
喜
珂
話
雲
拍
涜
幻
一
二
三
一
三
一
ニ
柔
一
天
六
奈
六
さ
)
一
{
霊
{
益
蕗
栂
襲
談
黍
重
重
畏
怠
〕

Z敬
悲
称
語
略
一
れ
て
な
く
て
も
、
妻
上
結
婚
さ
一
掬
祉
の
向
上
高
ろ
う
と
い
う
も
一
で
一
寸
軍
需
要
1
1幻
平
一
リ
事
/
℃

4
4
t

る
人
権
擁
議
委
員
制
度
が
始
ま
っ
一
守
主
義
雲
町
9

6

・

一

マ

米

倉

ち

よ

(

夕

陽

ケ

丘

幻

一

れ

て

い

る

方

も

対

象

と

な

る

。

一

の

。

利

用

さ

れ

る

方

は

、

翼

手

塚

市

霊

議

室

お

l
一
一
一
一
一
一
…
警
戒
嘗
一
一
一
一
一
一
さ
は

た
。
人
壁
、
人
間
が
平
和
に
生
一
塁
守
一

O
八

一

)

高

相

談

委

員

は

、

一

?

喜

n
1七
一
一
一
一
五
)
一
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
一
綬
を
お
忘
れ
な
く
。
一
一
一
一
三
)
へ
。
一
一
東
海
地
域
の
護
観
測
デ

き
て
い
く
う
え
で
一

3
1一
言

良

E燦
二

八

八

・

豆

、

主

主

に

つ

い

て

、

石

田

高

2
1民

生

委

員

ま

た

は

市

露

呈

訟

で

き

る

臼

毎

月

第

二

、

一

…

I
タ
に
異
常
が
発
見
さ
れ
る

和

で

あ

る

。

一

塁

3
2
3
8

一
言
蓄
を
お
持
ち
の
方
に
、
一

51聞
き
一
一
)
一
老
人

E
(騒

一
一
一
九
)
へ
一
第
2

お
よ
4
春

一

老

人

民

室

整

備

一

と

、

選

防

災

対

義

語

詰
持
河
川
一
日
野
一
時

2

一
日
諮
問
時
一
説
明
暗
寸

1
2

一日出昭和
9年
9
5
一
心
身
障
害
者
の
一
資
金
貸
し
付
け
一
見
喜
一

M四
時

日

付

い

M
r
J一
部

作

v…
日
刊
一
一
七
五
一
一
百
十
一
一
包
か
手
八
U
ま
で
一
寸
大
久
保
特
治

{
2
2
1一
日
か
ら
昭
和
初
年

9
5呈
で

一

趣

味

譲

渡

開

く

い

地

震

発

生

の

恐

れ

が

あ

る

と

一

j

1

2

一
は
、
持
の
行
政
相
談
語
一

4
・

5
二

四

九

一

二

)

一

に

器

し

、

結

婚

後

望

に

遼

す

一

レ

き

は

、

内

思

想

大

阪

が

警

気

軽

に

ご

裂

を

。

一

マ

苦

難

(Hi--電
一

る

。

主

主

ご

裂

を

。

マ

話

芸

(

大

伸

二

七

主

工

夫

婦

一

平

塚

市

社

会

一

戒

宣

言

発

表

す

る

。

{

人

童

書

塁

謀

略

一

語

1

2
七

一

一

)

{

奇

相

談

2

・
電
話
1
0
六
七

O
)

マ

襲

控

室

翌

9
5一
は

、

警

喜

一

{

襲

警

の

内

容

}

マ
和
出
良
助
(
策
平
幻

lu-
沼
一
…
v
閉
山
川
(
入
野
一
八
六
i
一

三

・

傍

バ

第

一

、

第

一

一

一

火

曜

日

一

の

講

座

を

痛

く

。

力、

常勤嘱 員

白寿荘を利用する方への看護と保

今
年
も
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が

発
生
し
や
す
い
持
朔
と
な
っ
た
。

県
下
で
は
、
昨
年
一
年
間
で
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
法
意
報
が
七
間
出
発

令
さ
れ
、
六
十
九
人
が
被
害
に
あ

っ
て
い
る
。

こ
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害

に
あ
う
と
可
自
が
チ
カ
チ
カ
す

る
、
の
ど
が
痛
い
、
頭
痛
が
す

る
、
息
苦
し
い
な
ど
の
症
状
が
出

る
。
そ
し
て
、
お
年
寄
り
ゃ
子
供

結
婚
印
年
と
前
年
を
迎
え
る
方

の
日

あ
な
た
も
お
気
軽
に
相
談
を

春

の

行

政

相

談

週

出

で

す

(4月 1 ヨ現夜)

0給与月額114，000f9

。申し込み 5 !'l22臼までに、市販の履燈帯を

職員殺人事係まで本人が提出。

電話23~1111内線321

。試験 5月256 (土)筆記試験と間接

マ
数
日
、
ま
た
は
数
泣
問
以
一

内
に
駿
河
湾
を
緩
源
地
と
す
一

る
大
規
綾
な
地
欄
聞
が
発
生
す
げ

る

恐

れ

が

あ

る

。

巾

マ
こ
の
地
震
が
発
生
し
た
場
一

4
R
東
海
地
震
の
地
震
紡
災

対
策
強
化
地
域
(
平
塚
市
も
…

合
む
)
内
で
は
、
震
度
6
の

烈
震
淫
度
の
掲
れ
が
予
想
さ
寸

れ

る

。

…

マ
級
河
湾
に
一
泊
し
た
と
こ
ろ
い

は
、
津
波
の
恐
れ
が
あ
る
。
一

得
減
宣
言
が
発
せ
ら
れ
て
い

か
ら
準
備
を
す
る
の
で
は
な
!
一

く
、
日
ご
ろ
か
ら
地
忽
対
策
一

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
ー
一

で

あ

る

。

…

一

)

-

臼
時
行
内

{

M
間
関

口
μ
特

回

公

Q
d
~
5

レU

I
F
主

イ

月
抑
制
文
側

5
時

場

北

9

の

所

前

夫

ろ

役

矢

、

午

雨

》

」

市

〉

}

ト

」

-対象 市内在住の幼稚閥、保育題児と小学生

・持参 えのぐ、クレヨン、題板、敷物

※画用紙は写生会場で配布する。

f自当 社会教育課(内線528)

市へのご意見や要望、苦情などが

あったら、お気軽にお出かけを。

① 5 fl21El (火)

'10時-12時 富 士 見 公 民 館

① 5月2呂田 (火)

. 10時 -12時崇普公民館

・19時 -21時 吉松町自治会会主富

① 5丹江田(火)

・14時-16時松原公民館

但ili 広報課広糖係



(4) ‘らっち、

お
天
気
に
恵
ま
れ
た
ゴ
ー
ル
デ

り
一
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
市
内
の
各
地
で
楽

町
叫
し
い
市
民
の
姿
を
見
か
け
ま
し

躍

た

ι

羽
特
に
、
市
由
民
に
愛
さ
れ
て
い
る

会
湘
南
平
は
、
新
緑
と
つ
つ
じ
の
花

執
が
鮮
や
か
な
彩
り
を
兎
せ
、
大
変

溝
な
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

鮪
た
。
ぉ
弁
当
や
お
菓
子
を
持
っ
て

殺
手
を
つ
な
い
で
ハ
イ
キ
ン
グ
の
家

船
族
連
れ
、
グ
ル
ー
プ
で
ワ
イ
ワ
イ

問
楽
し
そ
う
な
青
年
た
ち
な
ど
、
明

日
山
る
い
五
月
の
空
は
行
楽
臼
初
。

月
ま
た
、
こ
の
期
間
、
倍
加
問
の
行

-
一
首
相
も
感
大
に
開
聞
か
れ
ま
し
た
。
平

蜘
塚
市
緑
化
ま
つ
り
と
平
塚
苧
チ
ど

塚
も
大
会
で
す
。

平
五
月
の
空
に
ま
ぶ
し
い
新
総
。

時
明
れ
日
明
れ
と
し
た
市
災
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。

パパは疲れました。留守番しながらひと悼み
しが最高

つヰ
A
日出一一一“一=鰻一一一)一一一一一一一一一一‘一一

A
時
一
品もピ一一一一明

とき 6F19臼(臼) 9 時30分~15時30分

ところ 滅南海岸公爾雨のときは見附台 体育富良

[楽しい植し]

①子供太鼓、みこし、珍ゲーム

①ポールスピ ド調IJ定金 スピードガンで測定、書加された

方に、認定誌もJプレゼント
①少年少女マラソン大会小学 6年生男主を対象に書fJU者全

員に認定証。 10時スタート

①体力測定、量童康拐殺コーナー
①ゲートポール大会 1チーム 8名(滋瞥 1、選手 5、補欠

2 )だれでも書加できます。ご京臨で委参加を。

①申し込み 少年少女マラソンとケ トボール大会は出

みを。 5月31白までに市民総成まつり実行委以会

-3060) へ。

一一一以外は申

し込みできま

す。

王手塚ま事場
爾諮問 1 1 6 6 

6 8 10 12 14 16 18 20 22時

国日火 一一ーャー

17日ホ ー-
18日木

19日企

20日 土 一一

21日日ーーーー一一一

22日月 一一一一一

23日火 一一一…ー

24釘ホ 一一一一一一一一ー-

25白 木

26日章 一一一一ーーー一…一一

27呂土 一一一一一

28日日 ω 一一“一ーーー一一一司ー…

29日月

30日火

31日オく 毅輔自

時間 6 8 10 12 14 16 18 20 22時

1日月

2臼火

3日水

4白木

5臼金
6司上

7臼田

8尽月

9 日~く

10B水

11臼木

12沼金

13日土

14B臼

15日月 一一一一一



間
出
民
年
金
保
険
料
第
一
期
(
町
四
一
留
鉄
で
は
、
五
月
二
十
六
日
か

月
1
五
月
)
の
納
付
期
限
は
、
五
一
ら
六
月
十
四
日
ま
で
、
「
鉄
道
妨

月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
一
一
帯
紡
止
運
動
」
を
実
施
す
る
。

る
。
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
と
、
一
こ
れ
は
、
鉄
道
の
安
全
輸
送
を

事
故
な
ど
に
あ
っ
た
場
合
、
間
押
容
一
線
保
す
る
た
め
、
線
路
へ
の
掻

年
金
や
母
子
年
金
が
受
げ
ら
れ
な
一
石
、
立
ち
入
り
な
ど
に
よ
る
電
車

く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
必
ず
終
付
一
の
脱
線
、
転
覆
等
の
事
故
が
起
き

主
主
主
主
主
主
至
芸
互
主
主
主
言
言
芸
5
5
言
宗
主
言
語
言
E
E
主
吉
三
主
主
主
王
主
主
主
主

5
5
5
5
5
i
匂『司明司一間町四』時一時冊一叩叩時司叩司叩
m
h
m
F

】叩一句何一』刊一町内一
ω一間戸町
m
v
;

一2
2
5
E
2
5
2
2
2
三
5
2
5
2
5
王
王
室
主
主
主
主
ω
E
E
-
-
2
2
2
=
2
5
5
芸ヱ
E
E
-
-
E
一
三
主
主
主
主
主
一
一
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
き
た
一
な
い
よ
う
、
未
然
防
止
に
努
め
る

括

経

議

警

選

選

議

機

籾

擁

護

警

警

護

霧

車

静

一

-

一

忍

薬

事

需

主

一

内

一

誠

一

間

之

許

容

一

部

一

三

吉

山

富

で

公

共

下

水

一

ぃ

。

一

も

の

。

鉄

道

事

故

は

、

童

の

死

長

一

撃

民

略

報

翻

覆

警

護

討

品

晶

一

線

六

究

)

一

事

海

岸

公

尚

子

主

的

一

マ

排

水

設

燃

の

改

涜

こ

の

量

一

道

が

処

理

調

始

さ

れ

た

区

域

で

、

一

納

入

通

知

書

を

き

し

た

章

一

傷

者

を

号

、

輸

送

が

大

混

乱

を

菅

野

曙

引

究

均

一

幹

¥

翠

一

亡

霊

駒

畢

一

i
l
i
-
-

一

1
第
一
に
あ
る
誌
の
若
者
は
、
下
永
一
排
水
設
備
工
事
主
器
工
事
を
一
市
長
年
金
謀
へ
。
一
き
た
す
こ
と
が
あ
る
。
皆
さ
ん
の

霊

罪

事

皆

様

野

撃

撃

ト

ト

出

年

一

市

営

プ

ー

ル

の

一

マ

喜

需

に

1
年
以
上
引
き
一
道
処
穏
開
始
に
な
る
と
、
喜
一
行
、
っ
と
き
は
、
平
塚
市
公
共
下
水
一
一
三
労
を
お
願
い
し
た
い
。

Z
Z譲
議

離

悪

霊

霊

童

醤

語

一

五

一

続

き

居

住

し

、

か

っ

、

市

内

に

お

一

汚

水

や

台

所

、

風

呂

場

等

の

汚

水

道

重

工

事

広

で

な

け

れ

ば

で

き

一

市

民

セ

ン

タ

j

一
字
イ
ス
ミ
ヂ
ィ
パ
ス

ち
月
初
目
ま
で
に
体
育
課
ヘ
一
昨
日
一
九
日
L
U
K
H
訂
崎
将
一
時
間
時
代
以
向
日
一
日
間
主
計
品
目
一
会
議
室
の
改
修
一
対
在
野
足
立

一
一
発
問
使
用
者
主
迄
ず
る
。
一
者
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
者
一
便
所
は
一
言
以
内
に
水
洗
式
に
改
一
る
と
き
で
も
、
排
水
設
備
工
事
、
一
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
務
室
一
イ
ス
ミ
デ
イ
パ
ス
」
が
売
り
山
さ

「
少
年
に
愛
と
心
の
ふ
れ
あ
い
一
マ
緩
み
合
わ
せ
拍
せ
ん
会
一
マ
監
督
喜
一
寸
販
売
品
の
霊
等
一
マ
使
用
期
間

7
月
1
臼
(
月
二
迭
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
主
化
工
事
は
雲
寺
な
け
れ
一
の
一
部
を
改
修
す
る
こ
と
に
な
っ
一
れ
て
い
る
。

を
-
7
1
マ
に
お
一
一
十
一
一
回
十
日
時

6
月
初
日
(
土
)
午
後
一
自
時

7
月
百
三
午
後
一
警
告
、
パ
ン
、
菓
子
、
土
か
ら
8
月
百
三
ま
で
一
芸
レ
尿
浄
化
械
に
よ
る
水
一
ば
で
き
な
い
。
長
官
答
。
一
ペ
工
事
期
間
中
は
、
会
議
案
が
こ
の
き
っ
器
、
三
日
間
有
効

平
塚
京
/
年
野
球
大
会
高
か
れ
一

2
誌

分

一

7
時

一

乳

、

冷

葉

、

弁

当

等

の

食

堂

す

一

マ

講

料

1
量
四
万
円
(
使
一
番
夏
、
公
共
下
水
道
に
章
一
語
、
率
化
工
事
に
あ
た
っ
一
使
用
で
き
な
く
な
る
の
で
、
ご
ア
一
で
、
裏
金
線
警
警
重

ー

で

会

場

見

附

台

体

重

て

会

場

平

塚

市

整

会

館

一

る

。

震

の

販

売

お

よ

び

意

内

…

問

許

可

の

燦

に

納

付

す

る

)

一

議

す

る

よ

う

に

改

造

し

て

い

た

一

て

、

助

成

金

制

度

、

融

室

長

一

妻

。

王

沼

と

グ

リ

ー

ン

車

用

の

二

重

マ
期
日

7
2日
(
金
)
か
ら
一

i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
i
l

一
で
調
製
し
て
の
販
売
は
で
き
な
一
芝
、
室
長
沼
す
る
電
気
一
だ
き
た
い
。
雨
水
の
排
水
設
備
一
震
か
あ
る
の
で
品
望
。
一
マ
工
事
期
間

7晃
早
急
一
が
あ
り
、
一
一
人
局
、
一
日
一
人
間
が
あ

7
月

初

日

(

冬

季

一

さ

き

一

ぃ

。

な

お

、

千

び

議

長

互

に

つ

い

て

は

、

す

べ

て

一

需

主

一

は

、

平

塚

市

需

品

千

浸

透

エ

一

?

合

わ

せ

は

、

下

水

道

部

業

一

月

昔

ま

で

一

る

。

ぜ

ひ

ご

利

用

を

マ

会

場

平

塚

球

場

市

民

ス

ボ

一

建

築

コ

ン

ク

j
ル

一

宮

、

紙

コ

y
ブ

等

に

ぎ

壁

一

等

あ

る

。

一

法

で

滅

工

を

。

一

義

(

内

線

盟

主

へ

。

一

問

い

合

わ

せ

は

、

市

民

セ

ン

タ

一

問

い

合

わ

せ

は

、

国

鉄

平

塚

駅

1
ツ

広

場

ほ

か

一

:

一

す

る

こ

と

o

そ
の
ほ
か
、
患
を
一
マ
中
し
、
言

5
品
口
(
水
二

l
i
l
i
-
-
i
i
!
i
i
i

一
?
(
霊
2

二
三
一
一
五
)
へ
。
一
旅
行
セ
ン
タ
ー
(
裏

n
i二
六

マ

毒

資

格

(

市

内

在

住

者

)

一

応

募

者

は

建

築

指

導

課

へ

一

言

し

た

と

き

の

主

に

従

う

こ

一

ま

で

に

、

所

定

の

申

込

苫

と

住

民

一

一

3
i

一一一
O
)
へ。

小
学
生
の
?
年
生
か
ら
6
一

一

と

。

一

ご

差

別

惑

を

添

え

J
一

空

き

家

の

募

集

で

す

一

お

尽

に

園

芸

純

一

年
生
ま
で
d
学

校

遜

学

一

区

域

内

一

健

全

な

警

の

震

を

留

る

と

一

よ

う

な

時

築

物

匂

注

を

。

一

マ

使

用

で

き

る

日

間

一

地

域

づ

く

り

諜

(

内

線

一

一

六

一

一

一

二

一

ヒ

士

一

衛

生

官

官

虫

の

駆

軒
当
Y径

一

軒

誕

百

諸

…

山

町

内

5
刊

誌

訪

問

一

議

ケ

丘

フ

ム

窓

会

一

へ

。

一

市

で

は

空

白

か

ら

喜

一

5
ま
た
は
親
子
を
毒
と

7均

寺

室

長

く

一

除

は

各

家

庭

や

一

…

i
h
一

l
l
i
l
i
-
-
-
i
j
i
l
-
-
-
l
i

一
告
の
空
亨
一
章
雲
行
う
。
一
し
た
家
族
で
あ
る
こ
と
。
③
現
に
一
春
季
緑
化
月
間
間
に
あ
わ
せ
、
歯
一

マ
許
可
九
月
ど
官
官
鍛
コ
ン
ク
ー
ル
が
一
日
日
明
日
時
一
処
理
問
開
始
区
域
広
が
る
一

h
u
M
M叫
ん
抗
日
一
刊
誌
一
月
間
盟
諸
古
川
悼
式
午
前
一
室
廿
れ
十
野
村
山
可

マ
申
し
込
み

6
5日
(

月

)

一

建

物

の

大

小

道

わ

な

い

。

経

一

く

)

…

一

草

地

ぜ

ん

と

な

る

。

一

内

で

あ

る

こ

と

。

③

住

民

税

等

の

一

品

か

ら

語

ま

で

一

塁

霊

で

お

言

に

。

ま
で
に
詰
ム
ロ
体
育
館
内
体
育
課
…
器
、
車
内
防
災
、
ア
イ
デ
一
マ
重
罪

A
I
H
(土
)
一

5
刀

1
0か

ら

公

共

下

水

道

一

な

お

、

一

度

申

し

込

ん

で

お

く

一

滞

納

が

な

い

こ

と

。

一

工

場

し

ら

さ

ぎ

広

場

一

薬

剤

は

、

害

警

協

力

(
霊
お
1
一一一三
O)
へ
。
…
ア
等
に
号
、
他
の
模
範
と
な
る
一
か
ら

7
5引
(

さ

ま

で

一

一

と

、

ト

二

月

ま

で

有

効

で

、

助

せ

一

な

お

、

収

入

基

準

対

象

住

一

マ

内

容

棄

の

ふ

や

し

方

、

庭

一

通

じ

て

販

売

し

て

い

る

。

鱗

;
i
i
i
j
i
j
z官
…

m
2
1九
年
泣
喜
一
会
五
平
塚
、
注
上
ケ
託
、
小
問
、
翌
一
ん
に
当
た
ら
な
く
て
も
、
改
め
て
一
実
関
取
り
等
は
「
募
集
の
し
お
一
事
の
病
害
虫
の
子
空
襲
一
希
望
す
る
言
、
直
接
語

、

み

，

一

下

水

道

の

整

備

を

行

っ

た

ほ

M

丘
町
、
平
塚
、
例
川
町
]
什
、
出
版
一
中
し
込
む
必
裂
は
な
い
。
一
注
意
見
て
い
た
だ
き
た
い
白
一
マ
申
し
込
み

5
月
お
臼
(
木
)
一
売
な
お
、
液
売
期
間
は
、

A
/
ふ
令

h

一
が
、
江
バ
い
か
ら
処
一
時
開
始
と
コ
マ
J

M

什
、
所
以

j
灯
、
中
山
山
一
一
マ
中
し
込
み
資
絡

mw治
氏
と
な
一
受
け
付
け
は
、
市
役
所
庁
舎
と
ま
で
に
、
電
話
か
は
が
き
で
、
平
一
日
日
か
ら
7
月
白
川
口
ま
で
。

一
な
っ
た
。
一
丁
目
、
中
涼
二
丁
目
、
新
町
一
山
一
っ
て
引
き
続
き
1
年

以

上

総

過

し

一

階

建

築

認

で

行

う

。

(

内

線

四

一

問

い

合

わ

せ

は

市

健

康

諜

市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
一
マ
処
開
開
始
一
戸
川
町
附
ケ
丘
、
上
一
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。プロ 野 球 イ ー ス タ ン

・5月 18日(土) 13時

・5月 19臼(臼) 13時

・6月 4 臼 (j() 13日寺

・6月 5日(水) 130寺

・6月 15日{土) 181"J 

• 6月 16臼(日) 13時

0')トノレリーグ関東選手権

. 5月26日(臼) 9時 -17時

。熱中学校野王事大会

ー 6月 28 (臼) 8時 -18時春季大会

・6R 9 8 (白) 9時 -17時 ノノ

。 県高殺野球大会

• 6月 8日(土)11時 -17時務摺大会

発夜間上競技場の工事が始まるため、世設

駐車場は揖止される。ご来場はパス等で

お出かげを。平埋球場

ム

J

テ

ハ

¥

/

わ

献

同

一

ト

刀

十

N

ト川

N

大

大

大

床 下 の 薬 剤 散 布 行総

{培地区]

5月15日 来町由治会、南口町内自治会

11 16円 規町北町自治会、代宮町自治会

I! 17日、 18日 夕隅ヶ丘自治会

)/ 20日 高眠台自治会、札場横町自治会

11 21日 千石河岸自治会

{胡地区1
5月22日 槙境問自治会、万四員埠自治会

刀 23日、 24日 河内自治会

JJ 25日 韓担自治会、掛浜ゴム鵠延社宅自

出会

}/ 27日 出縄自治会

"羽田、 29日 公所自治会

IJ 31日 開自治会(111井地区)

6月 1日 "久松地区)

" 3日 "友牛地従〉

" 4日 "松延地区)

" 5目、 6日 暗証自治会

1! 7 B 万田自治会(下万問、小向地政)

" 8百 万 (仁万田地区〉

JJ 10日 上山下自治会

I! 12目、 13目 下山下自治会

[宮沢地区1
6月14日 中古沢白治会、下吉沢自治会

/) 15日 上吉沢自治会

綴光パスで、市内の施設をご業内します(参加無料}

0応募資格 市内の各議部体{町内会、趣味の金、ポ

ランティアの会など〉で、原員IJとして45人から50人

くらい参加できること。ただし、少人数の図体でも

他の図体と合同というかたちで参加できます。初参

加の団体を後先します。 4@]実施する予定です。

。実施期間 6汚中旬~来年 3月中旬

。申し込み官製ハガキに、個枠名、代表者の氏名・

住所・霊童話番号、吾郎予定入賞、実施時議尽(例

9月中匂ごろ)を記入のうえ、お申し込みくだ吉い。

5月 24日(金}の消印まで有効。多数のと曹は抽選。

〒 254 平理市浅間町 9 1 

{内輔315)

-6月は第 2， 4月曜8
自由に手当局できます。{然料開放}
開組噛自一卓球、パドミントン、パスゲツト、

軟式躍球 (13---16賢明、バレー(16--20時)

翼民各種怒とも、ラケット、シャトJレ、ポ jレは

と必ず各自持事を。(体育館には用意してありませ

ん')

択制 5月278 (月)午後 1草寺~話器寺
6)ヲ10B (fl) I! 

6}守24悶(月) 1/ 
運動のできる服装で参加し、よほき用の運動

ぐつを用意してください。{館内は土足措禁で

す)輯技場内での拡食は禁止です。

担当体膏E菜穂鶴31~3060
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郷土の資料

図欝館 3階にあります

鎌倉(中世史の風景} 永井路子

相模野情物言己 古川!翠風

三浦半島の一年 限辺情ほか

{摂字しと年中行事)

神事I11の 植 物ときのこ 暁"n欝館

かながわの史認100';:盟上・下巻

南原幹雄ほか

横浜市

箱糠町

大井町

山 I11出版社

か な と 出 版

金沢の古i葺
演劇脚本築

大井軒の文化財

神奈川県の百年

神奈川の教育を 考 え る

(増捕版}

錨禽の在銘彫刻 1 離宮E雷宝宣富

平塚市史資料編近投 1、 2、 3

平揮市

平場市

平塚市

平揮市
移動図書館あおぞら号の日程

城島公民館 I 5月1n日 308 6月 !3臼

※f碕崎公民館 I 5丹 !6日 30白 6月 13日

※金田公民館 I 5 J'l17臼 318 6 J'l14日

土屋小学校 I 5月 21臼 6月 4日 188 

※吉沢公民館 | 月 21日 6月 4日 18日

※松延小学校 I 5月22臼 6月 5日 198 

金目小学守交 I 5月23日 6月 6日 208 

※みずほ小学校 [ 月 23日 6月 68 20El 

※ 万 田 貝 車 市 営 住 宅 5月24日 6月 78 21日

海宝寺 I 5月288 6月九間 25日

※豊田公民館 I 5月281日 6月 11呂 田 臼

※ 田 村 ち び っ 子 広 場 5月291日 6 J'l12日 26日

・開設時間 13時30分~14時30分 ※印は15時~

16時 ふ じ み 野 間 地 集 会 所 は 建て替えのため、

8月まで中止。・雨天のときは中止となる。

平場市統計審 59年版

行政概要 59年版

i丘t生平揮を学ぷ人のために

(平揮市近世史入門〉

平塚市住民実線説驚結果

(59年 15思)

神嶺111県の歴史 神奈川県

(日本語版・英語版)

神東川県立博物館 県 立 博 物 館

資料図録 神奈川県

(58. 9~59. 8 増加)

かながわ封一県掛要望事ー 神奈川県

障害 福 祉 長 期行動計錨 神奈川県

平 嘩 原 料 工 場のあゆみ

日本 専売公社平塚原料工場

※これらの資料は最近入ったもので

す。この外にもいろいろありますが

貸し出しはしておりませんので、ご7

7畢ください。

平塚市

5月18日 花水JII原の虫たち

6月 8日 カエルの声を聞く

6月22日 新聞作り(博物館)

・<1'し込み 参加請説者に、予定占と手引占

を;;sる。 60内田子戸HIのうえ申し込みを。

官プラネタリウム
。一般投旗手 f星の誕生と究j

夜空に雌く握は、いつかはそのエネルギ

もつきて消えていく。援の時く仕組みと、そ

の一生について考えてみよう。

・投能日 毎週土、口曜日

・入場料 100円
。幼輔自富向け設都

i，J;fj/!_闘 I~体内けのフラネタリウムを投1".，

る。観覧白 H'.]は、博物館管即時へ。

・投~日 6月20日から 7n 11円までの辛口

ただし、金曜日は除く。

合寄員曽品コーナー

最近博物館資料に加わった砧やけもののは

く型、くじらの廿の化石、いん石なとを制介。

古休館のお知らせ
博物館では、会館くんじよう(ガスによる

設i以前必)を行うため、休館する。 1~II"i'I 'は
こ利回できないので、ご出立を。

ー期間 6月.:1 f :3 ~6n14 日

カ体輯日 1ljj曜日附 11、 JJ-I'
会博物輯 〒拙浅関町12-41宮電話33-5111

世主皇を見る会 f春の感農J
博物館の望遠舗で土星と火壊を盟事ずる。

・日時 5月25日(金) 18時 -20時
e 場所博物館科学教室(害加自由〉

官自然続聖書会 f最もと槌物j

酒匂JII下流のJlI原で、植物やチドリ・コア

ジサユノなどの鳥を観帯する。

a 日賢寺 6月 2日 (日) 9'寺........16n与

場所小田原市臨泉付近

・申し込み S丹 2511までに住権はがきで。

多数のときは抽せんで30人。

世土曜観察会
f自黙の新聞を作ろうJ

・日時時月 2聞上曜日14時-17時

官 16ミリ映写機言書留会

16~，)フィルムを利用していただくため、 16

ミリ映写機の撮作技補講著書会が開かれる。倍 r
者には、認定賓が交付される。

・日程 6月21日 t金) -6月22日(土〉

・時間 9時日分-16時

・会場図沓舘3階会議室

・費用 500円〈テキスト代)

・持参するもの 墨食、ハサミ、筆記用呉

・申し込み 6月日日{火)から図書館視聴

覚ライブラリーで受け付ける。(電話可)

会開轄時間

貸出室、書考書、学習室 9時 -16時 50分

・こども室 火~土曜日 13時 -16時間分

日曜日 9時-16時50分

食休蛇自 毎週月曜日、月末

会路盤館宇田浅間町12ー引慢話31-0415

官こども映商会

~5 月四日(日) 10時、 14時・ 3階ホル

「三子日田木大きくなあれJアニメ 21分 担

問おそった飢えの心配に、チロはみんなのた

めに、おいしい実のなる木を主てる。

fアツちゃんの詩Jカラー35分離関心、

眠気力だったアツちゃんが、ふとした機会か

ら人形劇に興味を示し、自主公摘するまでを

f前く。

(()6月 9日{自) 10時、 14時・ 3階ホル

「えれくろねこピツキーJカラー38分
「おかしなおかしな星町出Jカラー20分

官峡積会

。 5月四日(隠) 10時、日時'・ 3階ホル

「水戸筑門j カラー 1時間28升出槙は、

東野英治郎、県岡小巻、三三船融師、製克浩太

fl1Hまヵ、
t<;:J) 6月16自(日) 10時、 14時 ・3階ホール

ji畠かなる山の呼び声Jカラー 2時 間 4分

大自黙の四挙の中で、宜主査する霊の物語。

出制は、必合陸、 iiirt千二!IH .f、出毘情、武田

鉄矢日か。



輯欝 1期・ 3霞 受 け る

・対象 2賦 (24か月)から 4歳

(48ヵ、fl)までの幼児。なお、時開

1l1!隔は 2閉、 3[叶とも 3週間から 8

i坦1"1，
醐顎 2期 .1回受ける

・対集第 lW!の 3!日[1が終わって

ヵ、ら l'ドl-'J.L 1"1三6ヵ、Iltλ内σI)JtEJfHJ
に受ける。なお、前 llVlを守めに受

付て、前 2WIもなるべく叩く 4措 ま

でに終了するようにしていただきた

し、。

(6月1
26日 怒祉会郎、回北公民館、

※ぞ引II企ミi宅街1
2711 担保会問、附内公民間、

大押公民館

28f1 保賠センタ一、

※中央C~ 協 !-3J~支所

盟会場保睡センター

醐受付午桂 1時-2時

盟母子髄康手械本開・別冊と軍記用

具を持参(3か月児は本冊のみ)

【3か月児1
6丹 5日 60年 2月 1日-10日生

6月19日 60年 2月日日-20日生

6月26日 60年 2月21日-28日生

[1融 5か丹児]

6)ヲ4日 58年 12月 1日-10日生

6月日日 58年 12月日日-20日生

6 F.I18日 58年 12月21日-31日生

[ 3揖児]

6月 6日 57年 4月 1日-10日生

6 f'j20日 57年 4月11日-20日生

6 F127日 57年 4F!21日-30日生

きささまをひろ

佐々木正裕ちゃん

合耳1:.308 太陽工機製作所を経

討しておられる佐々木力出さん

(31措)と滑走さん (24捷)の二

男 。 身 畏77cm、体鍛10kg、59年 9

月 2臼今三ま11。

'Eまれたとき 4kgもあったジャ

ンボ弗ちゃんのほ栴君。いたずら

専門家のお児ちゃんに、いじめら

れても泣かない。おふろが太肝き

で、入ると上同時とママ。遊び相

予もおじいちゃんやおばあちゃん

と不円巾なく、毎日曜しそう。

主拍医の許可を得てカ、ら参加を。

醐前期(旺髄 6か月までの方〉

6/l3目、 10日

輯桂期〈姫眠 8か月以降む方)

6 F.l17日、 24日

朝 時 間 午 桂 2時四分-4時

輔全場保鴨センター (34~0311)

臨申し込み 当日直接会場へ。

母子髄旗手帳、輩記用具、スラッ

クス、注らし、
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年

寄

り

の

精

一
げ
白
川

5
官

日

、

営

午

豆

、

午

後
1
詰
分
か
ら
3
将

ま

で

一

神

衛

生

相

談

を

一後
1
醍
5

2
間

一

マ

心

織

疾

患

の

弔

紡

…

:

f

J

一
マ
料
金
一
一
千
八
百
円

7
5月
昔
旭
北
八
ム
民
館
(
謙
一
心
に
悩
み
を
お
持
ち
の
お
年
寄

一
マ
申
し
込
み

5
月

n臼
ま
で
に
一
的
一
一
瓶
鶴
居
渡
部
)
…
り
の
方
、
ま
た
、
ほ
け
老
人
等
お

一
市
渓
病
院
(
電
話
幻

1
0
0
一
一
・

5
月
刊
叫
臼
松
が
氏
公
民
館
一
年
寄
り
の
問
題
て
お
悩
み
の
家
族

一

五

)

へ

。

一

(

講

師

削

梶

原

光

令

医

術

)

一

に

、

保

健

所

m
H精
神
科
医
、
ヶ
1

六
月
四
日
ー
か
ら
六
月
十
日
ま
で
一
(
ホ
て
お
日
(
火
)
午
前
9
将

一

一

・

6
R
M日
大
野
公
民
館
(
時
間
一
ス
ワ
1
カ
1
、
保
健
婦
な
ど
が
指

は
、
粛
の
一
衛
生
週
間
で
君
。

7
u時
一

羽

歳

以

上

対

象

一

郎

香

取

力

差

一

樹

)

一

談

に

応

じ

る

。

こ
れ
に
あ
わ
せ
、
母
と
子
の
よ
一
三
次
警

6
月

の

予

定

一

一

般

健

康

診

査

一

マ

更

年

期

の

す

ご

し

方

す

と

き

高

官

主

1
語

い

簡

の

コ

ン

ク

ー

ル

が

行

わ

れ

る

一

守

診

査

場

所

平

塚

保

健

目

前

一

一

・

5
月
間
百
岡
崎
一
八
会
館
講
一
分
5

3
狩
お
分

こ
と
に
な
っ
た
一
申
し
込
み
は
、
診
査
部
白
ま
で
一
自
牙
の
健
康
状
態
を
白
骨
で
管
↓
締
牧
野
甲
子
二
郎
医
幅
削
)
一
マ
と
こ
ろ
平
塚
保
健
所

マ

対

象

語

翠

4
5品
一
に
、
霊
で
平
塚
保
健
所
(
千
五
し
て
も
ら
う
た
め
、
四
十
歳
以
で

6
月
5
臼
富
士
見
公
民
館
一
翼
は
予
約
句
申
し
込
み
、

年
3
月
ま
で
の
簡
に
3
歳
児
警
宣
言
)
へ
。
一
上
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
一
般
土
議
平
健
一
医
師
)
一
問
い
合
わ
せ
は
童
保
健
所
(
議

(
覇
)
今
を
受
診
し
、
塁
、
む
一
家
寵
保
首
相
談
一
襲
撃
を
桑
施
し
て
い
る
。
一
・

6
月
宮
支
公
民
館
(
講
一
語
占
一
一
一
一

O
)
へ。

し

留

の

な

い

子

と

そ

の

一

母

。

一

一

カ

か

り

つ

け

の

病

院

、

医

院

に

一

部

篠

原

昭

夫

翠

知

)

一

マ

診

害

時

一

高

普

平

日

午

前

日

時

三

1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1

一

マ

ー

ク

の

い

ろ

い

ろ

・
一
次
診
資

5
月
幻
臼
一
午
後
5
時
ま
で
(
休
日
を
除
く
)
一

L

一

『

4
1官
吋

一
v場
所

平

様

保

育

園

(

平

塚

市

消

費

生

活

の

学

習

会

一

5
L

一
宮
の
前
4
!日
・
電
話
幻

i
O一
一

一

一

軸

岡

田

一
一
一
七
)
一
算
出
で
予
約
を
。
一
「
食
生
活
を
伺
い
直
す
」
を
テ
加
物
、
外
食
議
業
、
現
夜
の
会
濁
一
〆

ι

一
マ
栂
談
内
容
夜
泣
き
、
言
葉
の
一
?
?
に
、
消
費
生
活
学
習
会
が
開
喜
一
繊
維
製
官
房
取
り
扱
い
絵
表
示

一
君
、
身
体
的
発
事
心
配
等
一
か
れ
る
。
一
マ
申
し
込
み
電
話
か
は
が
き
で
一
ア
イ
ロ
ン
量
氏
二
百
車
を

育

児

栂

談

で

す

持

基

5
5日
(
火
)
、

6
一一

Tm平
塚
市
義
的
9
1
1

ヱ
限
度
と
し
、
高
い
襲
(
百
八
十

一
7
臼
(
金
)
、

6
月
初
白
一
塚
市
地
域
づ
く
り
諜
市
民
生
一
票
一
度
か
ら
一
一
室
度
ま
で
)
で
か
け

{
保
健
セ
ン
タ
ー
〕
一
(
木
)
、

6
月
初
日
(
水
)
一
(
内
線
一
一
四
回
)
へ
。
て
く
だ
さ
い
。

・
電
話
回

O
一
日
一
一
一
一
・
時
間
午
前
日
山
時
1
ね
時

マ

対

象

乳

幼

児

一

守

会

場

平

塚

市

勤

労

会

館

守
口
時
毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
一
マ
内
容
コ
ピ
1
食
品
、
食
品
添

の
コ
ン
ク
j
ル

親

子

を

対

象

に

審

査

す

る

保健センター健康相談

・毎週 月曜日・金穏日

(乍詩百中)

・内容成人病相談

-哩童話 34-0311 

生活関連物資価格調査
消費生活モニター30人 に よ る 4月の平均価格

品自|理措|小間

耕石 t'" I 3 kg I 873円 I883円

合成洗斉川 2.65kg ! 873円 I901円

サラダ 油 I 700& I 379円 I384円

しよう抽 1はパック 262門 I252円

トイl/'~ト '''，_ .朗 τi 丹市町 I ^."'~ /{ _)~ I vv山 q 間八 i 叫 A円 j ωυ円

陣:肉 ffllOOg I 170円 I164円

踊 q81 Ml0間入 I 211円 I194円

まあじ|丸100g ! 186円 I202円

じゃがしをパ 1 kg I 155円 I 188R 

みそ I 1 kg 319円! 322円

食 f ン I 1斤 I 151円 I147円

マーガLン 225g入 ! 192円 I185円

ブ ロ ン 10ηt ! 4，901円

灯 油 I18は配遼 I1，340円 i ー

を

幼

時

児

た

m
m拙

F

。
ヰ
用
品
目
置
懇
情
報
は
ド
、
コ
ン
ビ
ラ
y
ク
、
ベ
ピ
!
パ
ス
、

3

出

し

い

か

日

民

自

満

町

配

了

公

品

目

位

向

市

地

域

づ

く

り

源

市

民

t
f
M
M
問
{
内
睦
顕
ぶ
ら
さ
が
り
摺

に

で

け

完

問

崎

日

ぽ

綿

一

一

間

四

)

へ

。

中

間

っ

て

く

だ

さ

い

中

学

制

服

(

男

日

ま

受

を

合

同

城

3

寝

ち

る

同

開

紫

波

夜

間

ア

寄

り

ま

す

カ

ラ

テ

レ

ピ

、

ク

リ

予

3
年
)
、
交
見
衣
期

{
3
5
6
耀)、

柑
す

2

陪

ム

ー

、

、

楽

i
ン
ヒ
!
タ
ー
、
ベ
ビ
!
ベ
ッ
ド
、

2

中
学
制
服
{
神
間
中
女
子
S
サ
イ

措
四
附
川
副
団
間
岬
肌
一
み
な
え
の
こ
協
を
、
問
い
A
H

わ
段
ベ
ッ
ド
、
プ
ロ
パ
ン
用
ひ
と
口
コ
ン
考
古
碍
戸
棚
、
サ
イ
ド
ポ
l
ド、

問
問
問
地
け
位
以
以
公
金
一
せ
が
非
常
に
刑
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
口
、
成
制
親
、
ス
テ
レ
オ
、
和
文
タ
イ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

rm昨
四
回

1
刊
誌
…
}
剛
一
み
な
ー
ん
か
ら
の
問
い
A

い
わ
せ
の
と
き
ブ
ラ
イ
タ
ー
、
女
児
問
自
宅
(
却
イ
(
四
イ
ン
チ
)
、

2
ド
ア
冷
蔵
庫
、
室

吸
し
週
加

1

窃
丹
月
一
に
は
一
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
ン
チ
)
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
パ
ス
シ
内
用
す
べ
り
台
、
オ
ル
ガ
ン
、
車
い

制
問
け
追
い
即
日
制
叩
叩

M
m
一
あ
る
の
で
、
ご
f
ポ
を
。
ャ
ワ
:
、
担
行
問
、
ス
ト
ー
ブ
ガ
!
す
、
次
児
問
自
転
市
一
回
イ
ン
チ
)

画

家

1

J

E

2

2

3

1

し
。期間 5 月 30お側~6 月 4 回ω

O会場市渓プラザ

・時間 午前日時~午控 5時〈最終日午桂 3時〉

後ただし、 6月 1日〈却と 2日(日)は、平場樹科医師会主

偶り幼児を対象にした f曹の睡睦とむし輯予防相輯j

を開く。

①震締による幼児の醸の餓喜多

• 6，EJ 1日午桂 2時 -4時‘ 6月 2日午桂 Z時-4時

①蕊宮市による歯の一般健診

• 5丹羽田、 31目、 6)ヨ3目、 4日午桂 1時30分 ~

3時30丹

0内容 ①むし歯や歯そうのうろうなど歯や歯ぐさき

の相輯②勃児のはみがき指噂やおやつ指導 ③ 

ビデオによる樺瞳指導やパネル展示。

縦問い合わせ 市髄鹿課髄讃づくり部

. . .  種審

時7

5月はす、十字社員増強運動丹潤

i)H字は市民の幸せを願って各種事業を行

っており、その資金はすべてこの運動によ

るものです。

ただ い ま 、 協 賛 委 員 が み な さ んの家庭を

限って、協力を呼びかけています。ぜひ、

ご協力ください。

担当 禄祉総務諜庶務保{内綿217)



二
歳
の
娘
と
、

関
番
柏
崎
の
こ
ど
も

室
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
当
初
か
ら
不
怠
議
に
怒
っ
た

の
は
、
口
同
醐
明
白
や
夏
休
み
は
一

臼
開
館
な
の
に
、
平
日
は
午
後

か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。

臼
問
曜
日
に
は
、
五
人
の
職
員

の
方
が
対
応
し
て
い
る
の
で
、

入
手
が
足
り
な
い
と
も
思
わ
れ

ま
せ
ん
α

小
さ
な
利
用
者
も
一

市
民
だ
と
い
う
こ
と
を
お
考
え

の
う
え
、
午
前
中
か
ら
開
い
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
'

a由
開
山
崎
総
代
8
7ん〉

こ
ど
も
笠
の
利

一
お
答
え
一

一
用
者
の
中
に
は
、

叩

1
二
歳
児
も
見
受
け
ま
す

が
、
大
部
分
が
小
学
生
に
よ
っ

て
い
白
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
学
銭
前
の
幼
児
も
幼
稚
担
当
は
二
人
で
す
が
、
日
程
日

朝
国
や
保
育
額
へ
の
適
菌
が
一
般
は
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
い
た

約
に
な
り
、
平
沼
午
前
中
の
利
め
、
五
人
の
職
員
が
対
応
し
て

用
問
が
期
待
し
に
く
い
状
況
に
あ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
庶
務
関

る
と
考
え
ま
す
。
係
、
開
凶
欝
整
理
、
移
動
向
酎
欝
帥
閉

ま
た
、
平
日
の
こ
ど
も
賓
の
等
の
業
務
を
梅
力
平
日
に
行

11':1 ~広;;1
~! ~幸良i

11:1 $. ¥¥ 
ド浪¥¥I 

平
壇
点
配
赤
十
字
奉
仕
出
凶

rは、

自
の
克
え
な
い
方
の
た
め
に
点
訳
を

し
て
い
た
だ
ζ

う
と
、
〆
点
訳
謂
習
会

を
開
聞
く
。

マ同口問世

5
月
回
目
か
主
時
現
火
曜

日
{
会
4
由
)

・
回
目
間
午
前
回
時
1
日
時

守
会
場
平
壌
市
福
祉
会
館

マ
申
し
込
み

5
月
初
日
ま
で
に
、

平
時
市
相
祉
会
館
(
電
話
町
一
一
一
ニ

コ一一一一)へ。

マ
目
指

6
月
四
日
か
ら
6
月
四
日

ま
で
の
9
日
間

-

E

1

日

午

佳
6
時
S
9時

s

日
曜
日
午
前
9
時
5
午
桂
5
時

マ
会
場
平
理
市
福
祉
会
館
ほ
か

マ
貴
謂
料
一
千
円
(
教
材
費
)

マ
締
め
切
り

5
月
初
日

ヤ
申
し
込
み
先
市
揖
祉
鵠
萌
観
庶

務
部
(
内
綿
二
一
七
)

平
理
市
社
会
読
凶
協
鵠
舎
で
は
、

お
年
寄
り
を
対
象
に
、
リ
ズ
ム
運
動

関餐童書こども護

謂
監
を
開
く
。

マ
日
開

6
H
6
Uか
ら
お
け
o
o
H

ま
で
の
毎
週
木
昭
円

(
A
J
m
m
)

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時

守
会
場
東
部
捕
祉
会
開
白
寿
羽

マ
受
講
究
措
市
内
花
伐
の
印
肉
以

上
の
方
向
人

マ
申
し
込
み
屯
誌
で
平
培
市
開
祉

会
舘
{
電
話
回
!
一
一
一
一
一
三
一
三
へ
。

合
埼
は
、
い
す
れ
も
車
耐
火

γ
開

閉
校
合
、
時
間
は
、
午
控
4
叫
同
日
分

か
ら
6
時
加
分
ま
で
。
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
、
東
栴
ト
〈
4
f
出川市

公
開
セ
ミ
ナ
ー
笹
口
金
(
市
詰
問

二
一
一
内
綿
~
て
一
九
六
)
へ
。

マ
テ
ー
マ
塚
探
由
進
歩
と
未
来

マ
臼
摂

5
H
M
Hか
ら
7
月
四
日

ま
で
の
揮
週
金
曜
日
(
全
日
間
)

-
守
山
川
子
仏
友
を
え
き
ゅ
ナ
〈
3
4
電子

む

r

p

f

U

3
づ

J
H

守
会
場
東
海
穴
学
医
学
部
(
伊
野

原
市
望
屋
台
)

マ
テ
キ
ス
ト
代
一
千
円

マ
申
し
込
み
柱
曜
は
が
き
て
陀

所
、
氏
名
、
草
師
、
電
話
訴
は
勺
を
明

ぷ
し
、
一
7

即
日
伊
骨
組
山
叫
Z

引っ}ム
U

7
恵
ま
れ
な
い
~
児
)
方
へ
a

杭
押

車
悔
い
〈
子
同
?
部
付
続
的
腕
総
務
万
子
一
一
一

γ
円

詞
摘
出
慌
(
屯
点
的
!
一
一
て
)
中
交
通
過
児
へ
・
平
塚
鴨
川
前
日
押
代
主

へ

。

署

長

神

同

開

明

出

五

万

円

、
恥
配
企
業
技
術
講
座
↑
マ
投
金
書
童
へ
・
花
水
地
区
社

会
掴
祉
協
調
会
三
万

ρ
、
八
晴
樹

平
車
市
中
小
企
業
技
術
開
発
研
博
届
会
二
千
六
口
五
十
円
、
八
晴
虹

諦

座

が

開

か

れ

る

。

の

会

七

百

九

十

円

、

八

桶

八

車

会

マ
日
搾

5
月
四
円
、

6
月
1
日
、
五
千
七
百
む
十
円
、
小
林
陸
男

6
丹
8
日

一

千

八

百

ト

円

、

存

日

野

中

学

校

3

・
時
間
午
前
9
時
担
分
う
午
後
4

怯
四
千
八
百
十
六
円
、
吉
沢
乎
苦

時

四

分

ク

ラ

ブ

五

子

円

、

岡

崎

京

躍

師

人

守
会
場
平
壌
商
工
会
諦
所
卓
球
ク
ラ
ブ
三
千
円
、
問
崎
八
食

中

内

特

控

装

入

門

舘

な

で

し

こ

ん

前

八

千

円

、

松

本

7
申
し
込
み
所
定
の
巾
込
脅
で
平
九
円
ト
円
、
旧
中
明
一
千
六
百
一
一

塚
市
中
小
工
業
会
事
務
同
(
戸
時
開

1
門
、
品
問
ふ
と
ん
随
一
千
百
一
一

工
会
読
所
内
島
南
町
泊
目
二
五
一
十
…
円
、
二
時
宮
刑
民
二
千
七
百

O)
へ

。

五

円

、

開

沢

五

千

内

、

崇

帯

小

学

校
児
童
会
四
千
四
百
八
十
一
二
円
、

一
身
元
引
受
人
を
募
集

人
形
の
一
ニ
盛
五
万
円
、
小
田
急
不

身
元
が
判
明
し
な
い
ま
ま
、
日
本
動
産
百
万
門
、
カ
ナ
メ
・
エ
ン
ヂ

に
永
住
婦
問
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
中
ニ
プ
リ
ン
タ
百
万
円
、
全
労
精
神

田
賎
商
口
本
人
鼠
児
の
身
元
引
受
人
京
川
県
本
部
十
万
円
、
問
中
工
務

を

募

集

し

て

い

る

。

庖

四

千

二

百

三

十

二

円

、

接

普

地

詳
し
く
は
、
県
福
祉
部
援
護
課
区
社
会
福
祉
協
説
会
五
万
円
、
霞

(
電
話
。
四
五
二

O
一i
t

一
一
一
名
一
万
八
百
円
、
平
塚
児
童
合
唱

一
内
線
五
五
五
六
)
へ
。
回
二
万
円
、
中
村
伝
五
郎
一
千

、
海
外
協
か
隊
一
雲
師
会
円
、
花
水
老
人
大
学
問
窓
会
七
千

百
十
一
円
、
平
野
明
十
万
円
、
運

昭
和
印
年
度
青
年
海
外
協
力
開
の
動
公
園
施
工
業
一
向
一
一
一
万
七
千

酷
員
を
第
製
し
て
い
る
一
円
、
つ
く
し
碍
護
婦
歌
政
婦
紹
介
所

マ
賢
格
満
田
誠
以
上
訪
歳
ま
で
一
万
円
、

T
Y

三
千
司
日
本

マ
締
め
切
り

5
日

目

日

シ

i
カ
一
万
四
千
一
一
一
百
円
、
平
明
暗

V
問
い
合
わ
せ
先
県
国
際
交
流
課
地
区
労
糊
組
合
協
議
会
二
十
三
万

(
電
話
。
四
五
!
二

0
…
一
一
円
、
か
な
が
わ
生
協
真
土
ク
ラ
ブ

↑
内
綿
二
九
一
八
)
一
万
円
、
秀
需
土
会
一
同
十
万
二

1

1

1

1

も
も
、

i鯵
百

四

十

円

、

藤

本

書

士

会

二

十

あ

た

た

語

レ

¥
b
%機

M
K
R綴
万
門
、
浮
穴
紀
英
子
二
十
万
円
、

/

蜘

糊

横

内

地

区

社

会

栴

祉

協

融

会

一

万

こ
こ
ろ
っ

/

L倫
明

/
心
掛
鳴
門
、
横
内
地
区
ポ
ラ
ン
テ
ず
ア
会

一
万
円
、
高
嬬
氾
次
四
千
百
八
十

(
敬
称
略
)
円
、
市
役
所
環
壌
相
生
業
務
課

マ
社
会
構
祉
へ
・
瑞
崎
姉
夫
一
千
「
L
3
q

ニ
ノ

E
下

円
、
秀
寓
土
台
一
一
川
河
五
十
円

犬、
県動的問誕センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのち犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危を防ぐため、今l'弓も伐の日開で

いらなくなった犬、ねこの巡回収特を行う。

明日、メミをiliされる Jjは「印無 1r犬の掠

札Jin射出京Jr費犬子制」をド?のうえ会

埼 へ おIHかけを。なお、収f-f'れの停Wi!l手間は
10分間。また、ねこは府開かダンボール箱に

入れていただきたい。

6fヲ1 Eヨ{二七) 6 fl 8 沼 (ニ主〉
9 : 00 神山公民間 9 : 00 松開公民蛇

9 : 25 大野公民間 9 : 20 損 ?'I公民賠

9 ; 50 貯!日公民館 9 : 40 1E水公民館

10 10 域島公民間 10 00 寓 j見公民賄

10: 30 金旧公民館 10; 30 中原公民賠

10: 50 問崎公民館 10: 55 加 公 民 館

11 10 金日公民飴 11 ; 15 吉沢公民館

声器406苦聾

も

マ
5
丹
羽
田
(
木
)

の
め
ざ
す
も
わ
」

・
諦
耐
剛
一
河
文
部
大
阿
国
森
喜
郎
氏

マ
6
月
7
日
(
金
)
「
魅
力
あ
る

人
間
と
は
」

・
講
師
劇
作
家
如
月
小
春
氏

「
教
育
改
革

い
、
日
曜
日
に
は
、
こ
れ
ら
の

業
務
に
当
た
っ
て
い
る
職
員
も

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
に
従
事
す
る

よ
一
つ
編
成
を
紛
み
替
一
え
て
い
る

た
め
で
す
。

-
人
の
小
さ
な
利
用
者
も
、

大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
現
状
で
は
、
職
員

の
配
出
血
等
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
こ
ど
も
笈
の
平
日
午
前
中

の
閉
山
館
は
、
大
義
し
い
と
考

え
ま
す
。
ご
不
出
H
ム
凶
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
引
き
続
き
図
書
館

を
ご
杓
mmく
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
〈
同
剛
警
鍍
〉

入野付近の金皆川

金怒 JII安 永 3年の改修

古111は新I11に対する111名で、市 『 ・入野村 57石 余

内にも向か所ヵ、ある。そり 1つに t ・畏持村 76石 4斗 8升 1行

散、自に発し寺田縄そ通って鈴Jilに j 南原村 4石 6斗6合

混入するjけがある。賠島村 8:rJ5斗余 01fît:)

この111は、水田の排水を集めな 1行水は蛇行して流れる。河川は

がら次第に大きくなり、その中棺 [ この特性を生かしてつくることに

には棋が植えられ、その散からし i よって、水野を弱的、石・砂の流

ても樹齢ヵ、らしても、平塚の名所 i 出を防がなければならない。金日

に挙げてもよいほどである 111を全体的に見ると、この即が巧

また、入野の中間ばはコンクリ j みに応用されているといえよう。

ト護岸の小jけがある。もとはも j しかし、この時の改持の大部分を

っと広く、地になっていた所もあ l 占める入野良持問には閉山が伊

り、地下は摩い砂利府で、古111と j ぃ。この改措の特色と汚えよう。

共に金EiJf!の1日河""放であったと j 工事に当たってのくい打ちは、入

缶えているロこの 2川の間は大分 { 野村名主四郎兵問らが先なって、

もとはつな 1覗のうちに打ってしまったとい

う。そのお障か、この百組の所で

。~!提出カτ !jJHたとし、うことをIi丹カ、

ない。反閥、この流れがつき叶た

る南原 i一手では、たびたびひどい

虫干写を受けていた。

広111堤には大きな舶が'1えてい

た。堤を、7るため、広川村が綜府

に願って捕えたのだという。

飯島村は尼;I!!手守ヵ、ら分争1l1'なし

た村てある。金白川が向付の問を

流れるようになってヵ、らは全く離

れ、利1fも反するようになった。

〈文焚 日井弘)液おたすねは市

史輔さん部(電路31-0429)へ

> 70く

い
る
の
に
と
、
や
が
て
親
は
、
A

子
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

一

」

一

方

、

A
子
は
、
自
分
の
喪
求

}
」
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
買
っ
て

介
〕
く
れ
る
閉
の
態
度
が
、
わ
か
ら
な

1
J

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
て

，Hハ
す
。
た
だ
中
に
、
登
校
さ
せ
た
い

h

オ
た
め
白
手
段
で
し
か
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

小
学
校
高
学
年
の
A
ヂ
は
、
学
兄
や
掃
が
、
親
の
手
を
わ

F
ら

枝
へ
行
く
叩
宇
佐
世
り
は
じ
め
て
か
わ
し
な
が
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
簡

ら
、
あ
れ
こ
れ
と
故
し
い
も
の
を
で
手
を
か
け
予
礼
て
き
て
い
た
の

ね
だ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
を
、

A
子
は
見
て
育
っ
て
き
た
の

親
は
学
校
に
行
っ
て
く
れ
さ
え
で
す
。
し
っ
か
り
者
で
い
た
A
子

す
れ
ば
と
、

A
Y
J
の
欲
し
が
る
も
は
、
や
は
り
、
さ
み
し
か
っ
た
の

の
を
買
い
与
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
。
輯
が
、
本
当
に
自
分
の
こ

A
子
は
、
そ
れ
ま
で
は
外
の
兄
と
も
其
制
に
考
え
て
く
れ
て
い
る

弟
に
比
べ
て
、
チ
の
か
か
ら
な
い
町
か
、
阿
世
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

子
で
し
た
。

A
子
な
り
に
J
F

二
日
i

警
の
で
す
。

に
、
親
の
予
を
か
り
な
件
斗

J
¥
F
A
Zア
は
、
ヨ
某
で
う

い
で
何
で
も
自
分
で
や
誠

ν弘
一
チ
ダ
臨
ま
く
、
観
の
霊
閉
が
自

ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
一
二
か
許
寄
付
に
向
け
ら
れ
て
い
る

た

の

で

す

。

一

E
主
罫
の
か
を
確
か
め
ら
れ
ザ

そ
の
よ
ど
う
し
て
務

~dAμ
に
、
横
黙
と
し
た
気
持

要
求
ば
か
り
す
る
の
認
す
e
ヰ
ペ
一

haf
ち
の
ま
ま
に
、
物
安
要

か
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
猷
し
い
も
求
す
る
こ
と
で
、
親
に
ぶ
つ
か
つ

の
な
の
な
ら
と
、
開
は
聾
求
を
き
て
い
っ
て
い
た
の
で
す
。

い
て
い
た
の
で
す
。

A
子
が
前

U

A

F
が
欲
し
か
っ
た
も
の
は
、

が
る
も
の
を
円
以
っ
て
あ
げ
る
こ
と
物
で
は
な
く
、
正
聞
か
ら
自
分
に

で
、
き
っ
と
A
Tも
満
起
す
る
だ
ぶ
つ
か
っ
て
く
れ
る
現
の
は
コ
き

ろ
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
り
と
し
た
出
世
だ
っ
た
と
言
え
る

で
も
、
そ
の
要
求
は
、
向
に
で
し
ょ
う
。

や
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ
け
応
じ
て

。巡在TIEヨ手皇 5月日(土) ]0時 --15時紅

谷町舟平日iJ (平塚ライオンズクラブ)/5月30日

(木).31口(金) ]0昨 --15時東海大学/6丹

日{水) 10昨~12時精製作所 13時半~15時

大夜化苧/6n7日〈金) 10時~]2時横浜
ゴムハマタイト '11業部泊 13時--15時楠浜エイロ

クイツフ・ 10時 ---15時平塚市投所/6月 8[J 

(.:U 10時~12時四之宮公民間 13時--15 fJ-j'

ス パースズキヤ横内[:5/6;:=j13['1 (木) 10時~

15昨内向i屯 E

この川の流求は、鈴111・玉111の

合流点で、出水の際はどの111もう

まく流れず、上流間村に水をあふ

れさせたりで、 jれJHはその披曹を

除くため、命を下してこの111を改

惇させた。この時新しくつくられ

た川が、 I幻11・臨品の11助、ら南閉

までの現流路で、工事の完成は宝

永 3年(1706) であった。

彩子111て7くりのため3足供されたと

地は、新踊相模間風土記時や古文

書によると改のようである。

a 広 JIj村 67ヨ3斗 6升 1合

書書道 5 jヲ 15毘術~5 Fl19窃(悶)
絵E露 5 月 22B~対~5J守26B(お)
こζ慈 5 汚 29BÇ樹~6 Fl 2 沼紛

写真 6}H 釘関~6 月号
。時間午前 9時~今後 7時

のみ午後 5時まで)

にや炎公民館

~一ご協力ありがとうございました~~

日庄サニー湘問販売 117人、ウロコ ~1 作用34
入、問問工業19人、パイロット万ヤ竿103入、平

環なでしごライオンズクラブ141人、東京電力74

人全t:!!:'l格段荊センタ 47人、 fljj担作所40人、

神奈川県何済農をき協同組合連合会54入、東海大学

713入、駅南口86人
担 当 社会教育諜〈内線574)
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